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2025を創る発想人間になろう

若者の若者による若者のための未来志向ワークショップ

当日の進行

ワーク
ショップ

（一社）未来教育推進機構
UMEDAI

担当 川上、西本、福田
電話 06-6312-1213

（公社）2025年
日本国際博覧会協会

(一社)GOTO2025プロジェクト
▶大阪・関西万博に向けての機運醸成や、SDGsビジネス
の創出を目指した、若者を中心にした新たなグループ活動
を創成するプロジェクト

■登壇者
代表理事／(株)Webull 代表取締役
白濱良太氏

(一社)テラプロジェクト
▶「植・食と健康に関する新しい産学連携をデザインす
る」をスローガンに、市民と大学・企業が協働した「モノ
つくり・コトつくり」を主導するプロジェクト

■登壇者
専務理事 峯平慎哉氏

実施報告
趣旨
▸近畿経済産業局は、 (公社)2025年日本国際博覧会協会(以下、博覧会協会)との共催による、
学生を対象としたワークショップを、2019年度に計2回開催しました。 運営は(一社)未来教育推進
機構(以下、UMEDAI)にご協力いただき、UMEDAIで活躍する学生の皆様にも実際の進行などの
運営面でご協力いただきました。

▸第1回目は、2025年の関西の未来を創る主役となる０から１を生み出す若手人材の発掘・育成を
目的に、『「若者」 による万博YEARの関西を創るワークショップ』を開催しました。
2025年の大阪・関西万博と親和性の高い共創的なプロジェクト活動を推進されている2名の方にご
登壇いただき、それらの紹介を踏まえ、グループで万博の活用アイデアを検討しました。

テーマ：万博のチャンスにやってみたい 中高生が熱狂する “〇〇プロジェクト”
～ 社会人チーム VS 学生チーム ～

Workshop・アイデア発表

Project紹介

Inputセミナー
▸万博について (博覧会協会より)
▸万博拡散・活用アイデアを考える (近畿経済産業局より)

運営にご協力いただいたUMEDAIの学生が事前に2つのプロジェクトにインタビューを実施。
当日、両プロジェクトによる説明に先立ち、学生の皆さんにプロジェクト内容をご紹介いただきました。



実施概要
▶ 実施日時 ：2019年12月19日（木）18：30-21：30
▶ 参加人数 ：41名（社会人13名、大学生28名）

実施結果（アンケートまとめ） ※（ ）は回答人数

▶ 万博への期待について
大変高まった(10) やや高まった(９) あまり高まっていない(1) 高まっていない(０)

▶ 万博に関連して何か取り組んでみたいと思ったか
是非取り組んでみたい(12) できれば取り組んでみたい (８)
あまり取り組みたくない（０）取り組みたくない(０)

▶ 万博に対する期待や取り組みたいこと （一部抜粋）
・もっと大阪の人を巻き込んで、面白い、関西ならではの企画ができると楽しそう
・万博が始まる3年前から、会場の周辺地域で地域に根差したフェスティバルを開催
・アイデア実現に向けた企業間検討会

①学生方に当日の進行もお願いしました

②今日は“破天荒”なアイデアを！
と呼びかけます

③まずはアイスブレイクで緊張を解きます

⑥アイデア発表は学生と社会人が協働し
なんと“寸劇”にて行いました

④２つのプロジェクトの紹介を受けて
グループディスカッション開始

⑤グループディスカッションの様子

実施風景
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